
地下横断歩道平面図

地下横断歩道内装仕上げ計画

地下横断歩道内観イメージ

地下横断歩道 断面イメージ

上足ルート

EXP.J EXP.J

下足ルート

※天井高 2,500mm

 床仕上材：カラークリート仕上げ

：壁仕上げ 2( 巾 300 ～ 800mm 配置はランダム )

：壁仕上げ 3( 巾 1,200mm)

床仕上材

地下横断歩道は、上・下足で分かれておりますが、半外部的エリア
でございます。よって、耐久性、清掃性、メンテナンス性を考慮
した下記仕上げ材をご提案致します。

壁仕上材

壁仕上げ材は、掲示等が容易に行える掲示クロスや、優しい風合いの、
土壁風塗装、更に地産木材等を活用し、明るくリズミカルな壁面
仕上げをご提案します。

天井仕上材

地産杉材を活用した、木パネルをランダムに配置し、地下という暗
いイメージを払拭する天井仕上げとします。子供たちが安心して利
用できる内部空間を創ります。

コンクリート金ゴテ、カラークリート仕上げ 壁仕上げ１：内装薄塗材（ベース） 壁仕上げ３：マグネット式掲示クロス

天井仕上げ：地産杉材木パネル、内装薄塗材壁仕上げ２：地産杉材木パネル

※色等は自由に選定が可能です

※色は自由に選定が可能です   

※鉄板入の壁面で、
掲示板利用可能です。

※ホワイトボードを 4 カ所程度
　設置検討します。位置等は
　現場施工時に、協議の上決定
　することとします。

ホワイトボード
W1,200 × H900 程度

 床仕上材：カラークリート仕上げ

 天井仕上材：地産杉材木パネル（天井直付け）

 地産杉材木パネル
（天井直付け）

内装薄塗材

 壁仕上材３：マグネット式掲示クロス
 壁仕上材２：地産杉材木パネル

 壁仕上材 １：土壁風塗装仕上げ
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BOX カルバート範囲

地下横断歩道工事

BOX カルバート範囲 現場打ち CON 範囲
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地下横断歩道設備計画

EXP.J EXP.J
BOX カルバート範囲

地下横断歩道工事

：サイネージ位置

：コンセント位置

：監視カメラ

：ｲﾝﾀｰﾌｫﾝ、IC ﾘｰﾀﾞｰ

BOX カルバート範囲 現場打ち CON 範囲

コンセント

コンセントは、防水型の外部用コンセントを使用します。
設置位置は、通路両側 10m 以内に 1 カづつ度設け、例えば掃除機での清掃を行う際
でもコードが届く計画とします。
※掃除機コード 5.0m 程度を想定

インターフォン、IC カードリーダー

インターフォン及び IC カードリーダーは、校舎側、ジオアリーナ側それぞれの出入り口手前に、設置用スタンドを設け、
下足・上足用に両側にそれぞれ設けます。

ドーム型ネットワークカメラ

デジタルサイネージ

デジタルサイネージのモニターは 50 型の壁掛けモニターを検討しております。
尚、映し出す映像は中学校職員室のパソコンから、ＬＡＮケーブルでモニターと繋げ
て、任意の画像や、動画を流すことが可能な計画とします。

※ 50 型サイズ参考：1129mm × 649mm 程度

地下横断歩道平面図

インターフォン、IC カードリーダー設置イメージ

バス待合所平面図

 10m 以内に 1 カ所づつ

カメラ範囲を示す

地下横断歩道
バス待合所

インターフォン
イメージ

IC カードリーダー
イメージ

※デザインは、各メーカーによって異なります。

インターフォン
IC カードリーダー

取付用スタンド

全方位カメラ
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照明計画

国土交通省が規定している、一般的な地下横断歩道の必要照度は、１００ｌｘ以上とされております。しかし、本地下横断歩道は、中学生・高校生の登下校でも使用される場所であり、明るく、
子供たちが安心して使用できる明るさの確保が必要です。そのため、ＪＩＳ基準で定められている、普通教室程度の明るさ「３００ｌｘ」程度を確保する計画と致します。
また、天井面には地産杉を使用した木パネルを使用しておりますので、ダウンライトを使用し、天井仕上げ材の隙間から、光が木漏れ日のように漏れる、柔らかい照明計画とします。

地下横断歩道照度分布図

防水板の検討

ジオアリーナ側のエンジンドア出入口前に、脱着式防水板、簡易式防水板の設置を検討いたします。

バス待合所

風除室

防水板設置位置

バス待合所平面図脱着式防水板設置イメージ 簡易式防水板イメージ 3



地下横断歩道排水計画

床面は、通路両サイドに向かって勾配を設けます。

地下横断歩道両側に、

排水溝を設けます。

EXP.J EXP.J
BOX カルバート範囲

地下横断歩道工事

排水側溝

排水溝勾配方向

排水溝勾配方向

側溝に集水した水は、勝山高校側の既設水路への排水を検討しております。

BOX カルバート範囲 現場打ち CON 範囲

地下横断歩道平面図

地下横断歩道 断面イメージ
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～勝山市立中学校建設に伴う地下横断歩道～
計画平面図

地下横断歩道　L=62.8m

勝山中学校

勝山高校

国道157号

道路区域
道路区域

ジオアリーナ

内空断面
W6.0m×H3.0m

計画横断図

R6発注

ボックス
34.0m

C=245百
万円

R7発注

現場打28
.8m

C=200百
万円
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～勝山市立中学校建設に伴う地下横断歩道～
国道の交通規制図

１次交通規制 ２次交通規制 ３次交通規制

交通規制区間400mの中で
段階的に交通を切り替えながら施工
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～勝山市立中学校建設に伴う地下横断歩道～
ボックス部の工事スケジュール（案）

令和６年度 令和７年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
次

2
次

3
次

※現場打部について
　・令和7年度上半期に発注予定（金額C=約200百万円）
　・上屋の基礎コンクリートと兼用となるため、土木と建築のJVで発注予定

占用者との協議により変更となる可能性有り
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勝山市立勝山中学校 工事工程表（案）
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

STEP1 STEP3 STEP5 STEP7
STEP2 STEP4 STEP6

地下横断歩道 土木申請等

地下横断歩道 発注・契約準備

仮設昇降口・部室 許可申請

仮設建物 発注・契約準備

校舎・給食室 土木申請

校舎 発注・契約準備 給食室 発注・契約準備

工事監理
引越準備 運用開始

平面確定

図面作成

積算業務

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ部

現場打ち部

設備迂回先行工事 上屋・内装工事

工事準備・仮設・設備先行迂回工事

仮設倉庫・部室工事 仮設建物解体工事

仮設昇降口工事 仮設建物解体工事

工事（仮設）準備

クラブ室等解体工事 鋤取り 既設昇降口解体
法面整地・水路布設工事

杭・掘削・配筋・型枠・基礎CON・埋戻し

1階躯体工事

2階躯体工事

3階躯体工事

PH階・屋上躯体工事

外装工事

内装工事

機器取付

試運転・クリーニング・各種検査

屋根付き通路 基礎・躯体工事 内外装工事

外構工事
クラブ室・体育倉庫新設

準備工・杭・掘削・配筋・型枠・基礎CON・埋戻し

本体工事

外装工事

内装工事

機器取付

試運転・クリーニング・各種検査

第1体育館リフレッシュ工事

特別教棟リフレッシュ工事

年

ステップ

解体・整地工事

第1体育館    リ
フレッシュ工事

特別教棟     
リフレッシュ工事

運用

設計

地下横断歩道工事

仮設昇降口・クラ
ブ室・倉庫工事

中学校新築工事

給食室新築工事
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